
上はじめに

津軽地域における避難場所の地形条件

一地震災害に対する危験度調査…

郡未奈美

兵蓮県甫部地麓以降 地震学・地費学・地形学的観点からの活断層研究が急連に進展している。

されている政府の特別機関である地蟻調査研究推進本部は 全闘の長さ2低汲以

上の主要な活断層98断層帯長選別し 地方自治体や研究機関・民間会社・大学の相互協力

研究を行ってきた。東北地方では19の断層構が対象になっており，持森県においては，県の西部

に位置する津軽山地問縁断層帯，斉森湾南西岸から青森市西方にかけて分布する

帯，青轟県から器手県にかけて分布する折爪断層が議査対象新閣として指定されている。その中

でも青森湾国岸断層帯は，今後30年の関に地震が発生する確率が0.5""1克と， 日本の活断麗の

中ではやや高いグループ。に壊しており(地震調査錐進本部HPより)，今後控意が必要になってく

る。

ところで 自然災害が起こった時，まミ立学校や公民館等が避難場所として引用される

事が多い。しかし，これまで灘難場開と指定されている施設の地形条件等の安全性につい

及されているとは言い難い。そこで本研究では 背窓市の公立学校，その能避難場所としてが

している公民館等の施設 および、中高地底の小・中学校の立地条件を調べる。避難場所に関

するデータベースを作成し そこから実際に地震災害が起こった場告の危険度等について考察す

る。

II. 調査対象

謂査対象地域は，青森県中部から

簡を津軽山地，自を八甲田山系，

る青森平野および津経平野とする c

iこ囲まれた平野であち，平野西縁部に

ある青森湾西岸断層帯が分布しており 丘陵地と境されている o 一方 津軽平野は実羽脊梁山脈

から派生する津軽山地の西部に位重し，調査対象地域の中南教育事務所管内の小中学校註， この

平野上に位置している。弘前市は津軽平野南部の段呈化した扇状地上に位聾している。捧軽出地

の西縁には津軽山地問縁顕層が分布する。

青森湾西岸断層帯は，青森県東津軽郡蓬田村かち青森市に至る野層帯であり，青森搾西断層，

野木和断層，入内断麗の3つの断麿からなる。長さは約31kmで， ~むと諒一間南東方向に延びてお

り，断層の西側が相対的に隆起する逆i新j習である。この断層帯の平均上下変位速度は0.4 0.8m 

/千年程度の可能牲があるが 最新活動時期については詰頼できる資料法得られていない。断題
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の長さから推定された 1回のずれの量は2-3m 平均活動間隔は3.000-6.000年程度であると

されている(青森県. 1999)。

対象となる避難場所として指定されている施設は，青森市内の公立学校78ヶ所，その他避難場

所として市が指定している公民館等の施設64ヶ所 及び中南地区の小・中学校114ヶ所の計256ヶ

所である。全ての施設を対象としてデータベースを作成し(表 1・表 2).その後，青森市内(旧

浪岡町は除く)の施設でさらに詳しい調査を行った。

ill. 調査方法

5万分の l地形分類図(青森県発行・土地分類基本調査)を用いて 避難場所がどのような地

形上に位置しているのかを明らかにする。その後 Excelを利用して地域別・地形別のデータベー

スを作成する。

震度分布予測図(入内断層地震ケース・青森市地震防災アセスメント業務報告書より)と避難

場所の位置を重ね合わせ 実際に災害が起こった場合の危険度を調べる。また，表を参考に地形

から液状化が起こりやすい場所を調べ3段階に評価した。この 3つのデータから総合的な危険度

を考察する。

IV.地形分類と避難場所の分布

1.青森市の地形分類

ここで青森市における地形分類と避難場所の対応関係を述べる(図 1). 

図1.地形分類図

( 1 )自然堤防

自然堤防上に位置する施設は，公立学校で5ヶ所(全体の約6.4%).他の地形との境界に位置

している学校を含めると6ヶ所(約7.7%)であった。一方，市内施設では7ヶ所(約10.9%)，他

の地形との境界に位置している施設を含めると 8ヶ所 (12.5%)であった(表 1)。いずれの施設

も，震度分布予測図では5.5"'6.25という高い数値を示している。
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表1.青森市における公立学校の地形条件

ii 題耕t校名
収容人員 形名 入内断層活動時に予想される幾度 液状化の危険度 備考
199 2 

2 198 3 
3 225 6.25 3 
4 346 6.25 2 
5 東音 350 6.25 2 
6 360 6.25 4 
7 363 角州 5.5 4 境界
8 360 6.25 3 
9 340 5.75 3 
10 333 6.25 3 
11 289 5.25 3 
12 245 5.5 4 
13 422 Gtill 2 境界
14 429 6.25 2 
15 774 6.25 4 
16 500 

盈州台州地
5.75 4 麟17 453 6.25 3 

18 422 5.25 
19 1.042 6.25 2 
20 1.091 6.25 3 
21 1.093 5.5 3 
22 

幹:
359 6.25 3 

23 352 6.25 3 
24 313 6.5 3 
25 445 6.25 4 
26 

車1
356 6.25 3 

27 372 3 
28 352 5.5 4 
29 349 5.75 3 
30 350 角州 6.25 4 雄主界
31 里金田小 350 4 
32 沢小 352 6.25 3 
33 352 6.25 3 
34 455 6.25 3 
35 500 5.5 3 
36 424 6.25 3 
37 789 3 
38 672 6.25 3 
39 991 5.5 3 
40 1.142 6.25 3 
41 1.079 6.25 3 
42 350 5.25 3 境界
43 366 Gtill 5.25 
44 317 

撃主主
6.25 4 境界

45 198 6.25 2 
46 南部 236 2 
47 243 2 

農顎星議-層近傍48 入内分校 58 Gtll 
49 231 

谷谷旧河底底道平平野野ー三・G角t州E 

6.25 2 
50 422 5.25 2 
51 238 6.25 4 
52 232 5.5 4 
53 352 6.5 3 
54 352 6.5 4 境界・断層近傍
55 352 6.25 3 
56 356 6.25 2 
57 292 Gtill 6.5 
58 349 Gtll 5.25 
59 225 丘丘陵陵 ・谷底平野 2 境界
60 275 
61 西 629 

長信
6.25 3 

62 西 350 6.25 3 
63 350 6.5 3 
64 57 Gtll ・丘陵 境界
65 429 6.5 3 
66 424 6 2 
67 439 5.25 
68 422 6.25 3 
69 西宮 424 6.25 3 
70 

議耕雲高
1，001 Gtill 6.5 

71 1.019 

設;
6.25 3 

塁境塁界72 350 6.5 3 
73 

題;
160 3 

74 327 3 境界
75 198 3 境界
76 432 5.75 3 境界
77 421 3 
78 it器 1，093 6.5 3 
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表2.膏慈市における漉灘場所指定箆設の地形条件

地底 学校名 収容人員 線形名 入内厳選謡動時こ予撃される霊童 液状化の危険度i 備考

1東部 ゆーさ浅虫 189 谷議平野 2 

2東部 東部市畏センター 246 鱗状地 6.25 2 

3東部 造選福主Il:館 IB河選・ 角州 6.25 4 境界
4東器 ほろがけ福祉態 37 ニ角州 5.75 3 

5東部 中央市畏センタ一小務分額 63 自然壌蹄・!日前議 5.75 4 境界

43 自黙壌紡 5.75 4 

|げ川は 東東東東東東東東部部部部部部部部 佃市中戸型中中ス福央民ポ央央白i体総ー市市市市木ツ館民育民民民清セ館ンタ 松余分館

82 自然堤防 5.5 4 

1.173 二二角州 6.25 3 

会館 1.065 二二角州 6.25 3 

センター駒込分館 94 自然堤防 5.5 4 

センタ一戸山分器 48 火山砕!筒流台地
センター 283 谷底平野 5.5 2 

婦工場 85 火山酔屑流台地
14 東部 EEtt平少年の家 86 火山砕屑流台地
15 中部 文化会館 2.700 砂州・二角州 6.25 3 境界
16 中部 市民文fヒホール 397 旧同道 6.25 4 

17 中部 中央市民センター 465 ニ角州(・!日向遊) 6.25 4 境界?

18 中部 勤労青少年ホーム 149 ニ角州 6.25 3 

i 191中部 市民美術展不館 440 二角州・砂~川 6.5 3 境界
20 中部 桜川福祉館 52 自然埋防 5.75 4 

21 中部 中央市民センター筒井分館 30 一角ffl 5.5 3 
22 中部 中央市民センター中筒井分館 94 自黙堤防 5.5 4 
23 中部 IIUJ官湾問L民お 29 一角'州 ふ25 3 
24 中部 大野市民センター 228 自然壌雲寺 6.5 4 
25 中部 滋佃憾祉態 46 二角剤 6.25 3 
26 中部 資森市揺さIl:熔進センター 68 砂州ト埋立地) 6.25 4 I境界?

27 南部 さ後畑福祉態 43 火山砕屑流台地 5.25 
28 南部 中央市民センタ一大矢沢分額 92 Gtill 5.25 
29 織部 機内市民センター 363 Gtill ~.0 

30 衛部 中央市段センタ一部蓬水野分 103 火[11砕屑涜台地

1333332435~| 南南南南南部部部部部|中中中中中央央央央央市市市市市民民民民毘セセセセセノンンンンタタタタター一ーー合望高野網谷配越田子択分分分分館館館館分酷
237 GtII .火山砕屑流台地i 5.5 境界

87 火山砕屑読台地
132 GtII 断編近傍

104 谷底平野・ Hs 2 境界・断層
121 谷底平野・ GtII ‘つ' 境界

36 南欝 荒川市筑センター 290 自然堤防 6.25 4 
37 南部 はまなす会館 412 二角州 6.2ら 3 

38 同部 浪館福祉酷 37 二角州 ふら 3 
39 西部 中央市民センタ…浪館分館 60 GtII 断麗近傍

40 阿部 中央市民センターニ内分館 77 GtII 6.25 
41 西部 機内偏祉館 37 二角州 6.25 3 

42 闘部 中央市民センタ…石江分館 111 GtII 5.25 
i43 西部 間部体育館 223 GtII 

喜日i44 阿部 側部市民センター 216 GtII 

日;西部 中央市民センター附町分館 75 GtII 
西部 中央市民センタ…自撰野分館 63 Gt豆
i47 西部 大野市民センタ…安田分舘 135 Gt豆 6.25 断層近傍

i48西部 大野市民センタ一戸内分額 79 丘襲・谷患平野 2 境界
49 酋部 中央市設センタ…鶴ヶ板分館 84 
50 西部 榛防磁祉館 50 6.25 3 
51 西部 中央市民センタ…朝野分額 56 三角'州 3 
52 西部 中央市民センタ…西滝分空襲 46 砂州 6.5 3 
53 西部 沖館市絞センター 227 一角州 6.25 3 
54 間部 久殺事繕託銀 42 二角ffl 3 

215 二角州 5.75 3 

51 二角州 5.75 3 

90 浜 3 

54 砂州・ニ角州 l 

78 浜・砂州 3 境界
88 崩状地E 2 境界?
50 闘状地E 2 
62 小起伏山地 2 
216 丘陵地H
213 提流地形
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(2 )三角州

三角州上 る公立学校は27ヶ所(約34.6%) と最も多い。また，的の地形との境界に佼

量している学校を含めると37ヶ所(約47.4%)であった。一方 市内籍設でも16ヶ所 (25%) と

最も多い。他の地形との境界に位置しているものも含めると 20ヶ所〈約31.3%)であった。い

ずれも，震度分布予測図では5.5'""6.5と高い数値を示している。

(3 )谷底平野

谷ま平野ーとに註寵する公立学校は 5ヶ所(約6.4%)と少ないが，仙の地形との境界に位量して

いる学校を含めると 9ヶ所(約11.5%)であった。一方 市内施設でも 2ヶ所(約3.1%) と少な

い。他の地形との境界に位置しているものを含めても 5ヶ所(約7.8%)であった。この地形も，

震度分布予測図では6.25という高い値を示しており 地震に対する危険震は高いと考えられる。

(4)旧河道

18河道上に 3ヶ所〈約3.8完)と少ない。砲の地形との境界 る学校

を含めると 7ヶ所(約立G訟であった。一方.$内施設では，わずか 1ヶ所(約1.6%)，他の地

形との境界に位寵しているものを含めても 3ヶ所(約4.7%)であった。そのほとん

分寄留で5.75"'6.5と高い{簡を示している。なお，明瞭な!日河道は地下水の通り道となりやすく，

水を飽和した部分では液状化の危険性もあることが指摘され(植村， 2000λ 

中では，最も

(5 )砂州

い地形であると考えられる。

この地形上ピ公立学校は9ヶ所〈約11.5鎖 的の地形との境界に位置している学校を含めて10ヶ

所〈約12.8%)で為った。一方，市内施設では 2ヶ所(約3.1知 的の地形との境界に位置するも

のを含めて 7ヶ所(約10.9紛であった0

2.避難場所の立地

今回調査した学校及び施設の中で.最も多かったのが三角州

公立学校では砂州，市内施設では河成段丘が続く。そ

建物であった。次に

一角州と出荷道，三角州と砂州

というように，地形の境界記位罷している建物も少なくなかった。公立学校の中では17ヶ所

体の約21.8%)が，市内擁設では12ヶ所〈約18.8%)が地形の境界に位置している。これらのほ

とんどが，震麦分脊予期留で5.5'""6.5と高い植を示しており 危険度の商い可能性が考えられる。

V.考察

青森市が避難場所に指定している 地形分類図を罵いて作成し タベース・震度分

布予測図・液状化の危険度の 3つを合わせて考察した結果を以下

濃度分布予測図と避難場所を重ね合わせた結果，諮問IJ¥ 諾昨小，東川小 問中，青森北高，

千メ11小，痕館;j¥，新域IJ¥ 青森西高の§校が最も高い植の6.5(濃度6強'""7) となった。また，
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その抱の箆設で最も高い植告示したのは大野市民センター.市民美術展示館，浪館福祉館，中央

ンター西滝分館，間部体育館，西部市民センターの6ヶ所であった。これらの中で入内新

している施設は泉)11小 浪館小の 2校であり，組の施設註必ずしも断躍に

ところに位置しているわけではないことがわかった。

液状化と避難場所そ重ね合わせた結呆 小模小や笥井!j¥造道中など13校が最も高し

の3を去した。誌の施設で 3の植を示したのが中央市民センターや青森市福祉増進センター，市

民文化ホーんなどの12ヶ所である。

そして，データベース・瀧度分布予測図・液状化の危険度の3つを合わせた結果，特に危検護

い施設は浪館小学校と大野市民センターであった。本研究では，特i二接結小学校の危険疫に

目した。

浪館小学校は，建築年代が1号78(昭和53)年5月 り，建築基準法の改定(1981年)以前

となっている。災害が起こった場合の収容人員は352人である。この施設は震度予測，波

状化の怠験度ともに最高値の6.5と3という高い危険度を示している。さらに，田村J道と三角州の

に位置しており，ぢらに入内断層にも近いため，今回調査した籍設の中で最も危験震

い避難場所であると判断した。一方，自然堤防上に位謹する大野市民センタ…は震度予測・

液状化の危険度は浪館小と同じである。

VI. まとめ

青森市が避難場所に指定している施設は 公立学校・公民館等の捷設ともにその3分の 2泣震

5強以上または液状化の危険度が高い 3の植を示していたことが明ちかになった。

い値を示した擁設は，液状化の危険震でも同じく高い値を示すため，実際に避難場

所として利用することができる状態にあるのかが疑問視される。今後は 今問地形分類図で確認

した結果.地形境界上に位置している施設の詳細な調査が必要不可欠となる。また，今回は地表

面でのみの髄査であったが，今度は内部の地質調査も合わせて対策を練る必要があると考えられ

る。その一方で，安全性が懸念される避難場所を利用しなければならない会誌の為にも，地形面・

震度予測・液状化の危険度のどれから見ても被害が少ないと患われる避難場所を行政が提示・指

定することが必要になってくるだろう。
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